
 

都市計画法第29条許可申請（協議）書の作成要領 

 

 (1) 申 請 書 類（兼チェックリスト） 

順 
序 

名   称 様 式 等 備      考 
チェ

ック 

1 開 発 行 為 許 可 
申 請 （ 協 議 ） 書 

・様式3 
（様式3-1） 

・ 日付は、受付時に記入すること。 
・ 受付時に、審査手数料を市発行の納付書で納付する

こと。 
・ 開発区域に含まれる区域の名称欄は、すべての地名、

地番を記入すること。（筆数が多い場合は、○○番地外
○○筆とし、別紙に記入すること。また、関連区域に
含まれる地域も記入のこと。） 

・ 一部区域の場合も、その旨記入すること。 
・ 予定建築物の用途欄には、具体的に記入のこと。（区画

数、棟数および戸数も含む。） 
・ 開発面積は、実測面積を記入すること。（小数点以下

第2位まで記入） 
・ 工事着手、完了予定年月日は、工程表と整合させる 

こと。なお、工事着手予定日は、許可後とすること。 
・ その他必要な事項は、他法令関係を記入すること。 
 

□ 
□ 
 
□ 
 
 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
 
□ 

2 委 任 状  ・ 任意様式とする。 
・ 委任を受ける方の住所、氏名、連絡先を記入すること。 
 

□ 
□ 

3 許可申請（協議）書の
添付チェックリスト 

 ・ P149～P157記載の添付チェックリストに申請書類、申
請図書および明記事項の漏れがないか各項目にレ点を
示すこと。 

 

□ 

4 法第 34 条各号に 
該 当 す る 図 書 

 ・ 市街化調整区域における開発行為は、立地基準（法第
34条各号）に適合する必要があるため、「第４章 開発
許可基準の必要書類」を参照し、添付すること。 

 

□ 

5 設 計 説 明 書 ・様式4,5 ・ 自己居住用開発は不要 
・ 目的は、「分譲宅地（〇区画）」、「分譲または集合住

宅用地〇区画（〇棟、〇階建、予定戸数〇戸）」、「店
舗用地〇区画」等と記入すること。 

・ 設計説明書には、以下の内容を記載すること。記載欄
が不足する場合は、別紙にて添付すること。 

・ 「設計の方針」では、開発行為の目的、当該区域を選
定した理由、開発区域設定の考え方、住区・街区の構
成と公益的施設の整備の方針および計画上注意した事
項をできるだけ詳細に説明すること。新設道路、接す
る道路（市道名、幅員）、 接続先道路（市道名、幅
員）、造成、排水（雨水、汚水）、公園、消防水利施
設、 水道、ゴミ集積所その他公共公益施設等の計画
について記入すること。 

・ 宅地以外に民有地を計画される場合は、その利用目的
や管理者等について記入すること。（隣接造成地や駐
車場用地、未利用地等） 

・ 「開発区域内の土地の現況」では、土地の地目、その
面積およびそれらの割合ならびに開発行為の妨げとな
る建築物等を記載すること。 

・ 「土地利用計画」では、住宅用地、道路、その他公共
の用に供する用地等の面積およびその割合を説明する
こと。なお、土地利用計画図および法第 32 条協議書
（同意書）の記載事項と整合させること。 

・ 面積、比率は、小数点以下第2位まで表示すること。 
・ 「公共施設の整備計画」では、公共施設の規模、構造

□ 
□ 
 
 
□ 
 
□ 
 
 
 
 
 
 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
 
□ 
□ 



 

等について記載すること。また、公共施設の管理者と
なるべき者および公共施設の用に供する土地の帰属に
関することも記載すること。 

 

6 法第 32 条の同意書 
お よ び 協 議 書 

・様式6,6-1, 
 7,8 

・ 協議事項を詳細に記載したものであること。 
・ 公共施設管理者の印があること。 
・ 協議内容により図面が必要な場合は、図面添付のこと。 
 

□ 

□ 

7 資 金 計 画 書 ・様式9,9-1 ・ 自己居住用、自己業務用（1ha未満）または法第34条
の 2該当の開発は不要。 

・ 工事費のうち整地工事費は伐開、暗渠排水、切土盛土、
敷地の整形、張芝、擁壁等について算定すること。 

・ 道路工事費は路盤工、側溝、舗装等について算定する
こと。 

・ 排水工事費は公共の用に供する排水施設敷地、排水溝、
遊水池について算定すること。 

・ 附帯工事費は、仮設工事費、道路復旧費等工事に関連
して算定すること。 

・ 様式9と様式9-1の金額を整合させること。 
・ 様式9-1について、複数年度に渡る場合は年度毎に 

分けて資金計画を記入し、工程表とも整合を図るこ
と。 

・ 開発区域を工区に分けて許可を受ける場合以外は、
宅地処分収入を「0」とすること。 

 

□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 
 
 
□ 

8 設 計 者 資 格 調 書 ・様式10 ・ 開発区域面積が1ha未満の場合は不要。（ただし、連絡
先を明確にすること。） 

・ 卒業証明書または免許証の写しを添付のこと。 
 

□ 
 
□ 

9 申請者資力信用調書 ・様式11 ・ 自己居住用、自己業務用（1ha未満）または法第34条
の 2該当の開発は不要。 

・ 納税証明書：直前2年分の国税（法人税、所得税）、県
税（事業税、県民税）、市税（固定資産税、市町民税）
の税額および滞納がないことがわかる証明書 

・ 法人の登記事項証明書（3ヶ月以内）（個人の場合は、
住民票記載事項証明書）、法人は直前事業年度の財務諸
表、事業経歴書（ホームページ掲載情報でも可）を添
付のこと。 

・ 申請者は、宅地建物取引業法に抵触しないよう留意
すること。（宅建業免許証の写しを添付すること。） 

・ 各欄を漏れなく記入すること。 
 

□ 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
 
□ 
 
□ 

10 工 事 施 行 者 の 
工 事 能 力 調 書 

・様式12 ・ 自己居住用、自己業務用（1ha未満）または法第34条
の 2該当の開発は不要。 

・ 建設業者登録証明書添付のこと。（登録の無い場合は、
登記事項証明書、事業経歴書添付のこと。） 

・ 宅地造成工事等施行経歴は直近の経歴を記入する
こと。 

・ 各欄を漏れなく記入すること。 
 

□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 

11 事前審査要件および 
指示事項処理一覧表 

 ・ 事前審査の要件通知書の写しを添付すること。 
・ 要件末尾に許認可年月日、許認可番号を記入すること。

（報告書および届出書の受理日についてももれなく記
入のこと。） 

・ 要件および指示事項は、その処理結果について記載す
ること。（「～の場合は〇〇」としない。） 

 

□ 
□ 
 
 
□ 



 

12 事 前 審 査 要 件 
処 理 結 果 図 書 等 

・協議書 
・同意書 
・許認可書 

・ 処理結果図書の添付順序は要件処理一覧表の順序と同
一とすること。 

・ 協議書添付図書が重複する場合は、1部でも可とする。
（本申請書に別途添付されるものは、添付不要。） 

 

□ 
 
□ 

13 開 発 協 定 書  ・ 開発区域面積が 1ha以上の場合は、開発協定書の写
しを添付すること。 

 

□ 

14 官民境界確定協議書  ・ 官民境界がある場合は、確定協議書の写しを添付する
こと。 

 

□ 

15 字 限 図  ・ 開発区域内を緑色で着色のこと。 
・ 地番、地目、所有者名を記すこと。（隣接地においても

同様のこと。） 
・ 国有財産（里道、水路）を明確に着色のこと 
・ 正本には、法務局発行印のあるものを添付するこ

と。 
・ 字限図の転写年月日（3ヶ月以内）および転写者の氏名

を記入のこと。 
・ 字限図の所在する法務局名を明記のこと。 
・ 現況平面図と整合しているか確認すること。 
 

□ 
□ 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 

16 開 発 区 域 内 
権 利 者 一 覧 表 

・様式13 ・ 開発許可申請者名義の土地の場合も記入すること。 
・ 抵当権者、その他の権利者も記入すること。 
・ 物件の種類は、「土地」または「建物」を記入すること。 
・ 同意の有無を記入すること。ただし、申請者が権利

者の場合は、申請人と記入すること。 
・ 共有名義の場合は、全権利者とその持ち分を摘要欄

に記入すること。 
・ 各欄必要事項を記入すること。 
・ 一部区域の場合は、摘要欄にその旨記入すること。 
・ 現況平面図と整合しているか確認すること。 
 

□ 
□ 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 
□ 

17 開発行為施行同意書 ・様式14 ・ 開発許可申請者名義の土地の場合は不要。 
・ 開発区域内権利者一覧表と同一順序であること。 
・ 物件の種類は、「土地」または「建物」を記入すること。 
・ 抵当権等その他の権利がある場合は、権利者の同意書

（6ヶ月以内）も添付のこと。抵当権や地役権、地上
権等、所有権以外の権利者の同意書も必要なことに
留意 

・ 同意者の印鑑証明書（同意の日の前後 3 ヶ月以内）を
添付のこと。 

・ 同意書に記載の住所と全部事項証明書に記載の住
所が相違する場合は、繋がりを証する書類を添付す
ること。 

 

□ 
□ 
□ 
□ 
 
 
 
□ 
 
□ 

18 土 地 の 登 記 
事 項 証 明 書 

・開発区域 
 のもの 

・ 開発区域内権利者一覧表と同一順序に添付のこと。 
・ 正本には、法務局発行印のあるものを添付するこ

と。（登記情報提供サービスで取得したものは不可) 
・ 証明書は申請時点（3ヶ月以内）のものとする。 
 

□ 
□ 
 
□ 

19 工 程 表  ・ 梅雨時については、詳細に記入のこと。 
・ 工期は、申請書と整合させること。 
・ 様式は、バーチャートとすること。 
・ 作成者氏名を記入すること。 
 

□ 
□ 
□ 
□ 



 

20 現 況 写 真 ・開発区域 
 周辺部 
・河川、水路、道
路 

・ 開発区域（赤線）、関連区域（緑線）を表示すること。 
・ 区域界部および全体が分かる写真を添付すること。 
・ 撮影方向位置図を添付すること。 
・ できる限り上部から撮影のこと。 
・ 一連の写真のこと 
・ 対象物をあまり小さくしないこと。 
・ カラー写真（鮮明な画像のもの）であること。 
・ 河川、水路、道路等はスタッフ等を使用し、断面、幅

員等の現況が判断できること。 
 

□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
 

21 擁 壁 等 の 
構 造 安 定 
計 算 書 

・ 構造計算書 
・ 安定計算書 
（擁壁構造図の
根拠資料） 

・ 彦根市開発行為に関する技術基準に基づくこと。 
・ 二次製品（擁壁、調整池等主要な構造物）は、カタロ

グの写しを添付し、該当箇所を着色表示すること。 
 

□ 
□ 

22 水 理 計 算 書 ・ 開発区域内の
水理計算書 

・ 雨水排水計画
の水理計算書 

・ 彦根市開発行為に関する技術基準に基づくこと。 
 

□ 

23 標 識 設 置 報 告 書  ・ 彦根市宅地開発指導要綱に基づくこと。 
・ 各欄必要事項を記入すること。 
・ 開発区域および関連区域に含まれるすべての地番

を記入すること。 
・ 開発区域の面積、敷地面積は、小数点以下第2位ま

で記入すること。 
・ 開発の目的は、申請書の記載内容（イ～ニ）と整合

させること。 
・ 工事予定期間は、申請書および工程表と整合させる

こと。 
・ 標識設置場所を記した位置図を添付すること。 
・ 標識を設置したことがわかる写真を添付すること。 
 

□ 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 

24 説明会状況報告書  ・ 彦根市宅地開発指導要綱に基づくこと。 
・ 各欄必要事項を記入すること。 
・ 開発区域および関連区域に含まれるすべての地番

を記入すること。 
・ 開発区域の面積、敷地面積は、小数点以下第2位ま

で記入すること。 
・ 開発の目的は、申請書の記載内容（イ～ニ）と整合

させること。 
・ 出席者名簿（開発事業者、近隣の関係者）を添付す

ること。（別記様式） 
・ 周知、説明の対象者の位置関係が対比できるような

位置図を添付すること。 
・ 出席者の意見および意見に対する措置を記入する

こと。（別紙でも可）                                                                                                                             
 

□ 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 

25 誓 約 書  ・ 彦根市宅地開発指導要綱に基づくこと。 
・ 設計者、工事管理者、工事施工者等は、標識に記載

の内容と整合させること。 
・ 各欄必要事項を記入すること。 
・ 開発区域および関連区域に含まれるすべての地番

を記入すること。 
・ 開発区域の面積、敷地面積は、小数点以下第2位ま

で記入すること。 
・ 開発の目的は、申請書の記載内容（イ～ニ）と整合

させること。 
 

□ 
□ 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 



 

26 地先安全度マップ  ・ 滋賀県防災情報マップより 10 年確率の最大浸水深が
確認できるものであること。 

・ 開発区域を明示すること。 
・ 浸水に対するコメントを記入すること。 
 

□ 
 
□ 
□ 

27 そ の 他  ・ 中表紙等を用いて添付図書を記したインデックスを貼
付すること。（下図参照） 

・ 添付図書は、本要領に記載順序に従ってファイル等に
綴じること。 

 

□ 
 
□ 

 

(2) 添付図書チェック項目 

申請図書名称 
自己 

居住用 

自己 

業務用 

非自己

用 
 申請図書名称 

自己 

居住用 

自己 

業務用 

非自己

用 

開 発 行 為 許 可 
申 請 （ 協 議 ） 書 

〇 〇 〇  字 限 図 〇 〇 〇 

委 任 状 〇 〇 〇  
開 発 区 域 内 
権 利 者 一 覧 表 

〇 〇 〇 

許可申請（協議）書の 

添付チェックリスト 
〇 〇 〇  開発行為施行同意書 〇 〇 〇 

法 第 3 4 条 各 号 に 
該 当 す る 図 書 

〇 〇 〇  
土 地 の 登 記 
事 項 証 明 書 

〇 〇 〇 

設 計 説 明 書 × 〇 〇  工 程 表 〇 〇 〇 

法第 3 2 条の同意書 

お よ び 協 議 書 
〇 〇 〇  現 況 写 真 〇 〇 〇 

資 金 計 画 書 × 〇 〇  
擁 壁 等 の 構 造 
安 定 計 算 書 

〇 〇 〇 

設 計 者 資 格 調 書 〇 〇 〇  水 理 計 算 書 〇 〇 〇 

申請者資力信用調書 × 〇 〇  標 識 設 置 報 告 書 〇 〇 〇 

工 事 施 行 者 の 
工 事 能 力 調 書 

× 〇 〇  説 明 会 状 況 報 告 書 〇 〇 〇 

事前審査要件および 
指示事項処理一覧表 

〇 〇 〇  誓 約 書 〇 〇 〇 

開 発 協 定 書 〇 〇 〇  地 先 安 全 度 マ ッ プ 〇 〇 〇 

官民境界確定協議書 〇 〇 〇  そ の 他 〇 〇 〇 

  

開発行為許可申請書 
〇〇市〇〇町〇〇番 

△△△不動産㈱ 

設
計
説
明
書 

資
金
計
画
書 

18～23mm程度（または以上） 

14～16mm程度（または以上） 

中 

表 

紙 タックインデックス（市販品）

小～中サイズ推奨 



 

 (3) 申請図等（兼チェックリスト）   ※図中の標高は、T.P.（東京湾中等潮位）で表示のこと。 

順 
序 

名 称 明 記 事 項 縮 尺 備  考 
チェ

ック 

 申 請 図 面 
の 一 覧 表 

  ・ 図面には通し番号を付け、リストにす
ること。 

・ 図面には作成者氏名を記すこと。 
・ 図面リストは、図面袋に貼付してもよ

い。 

□ 
 
□ 
□ 

1 開 発 区 域 
位 置 図 

・ 方位 
・ 開発区域とその位置 
・ 各鉄道駅からの経路 
・ 開発区域周辺の都市施設 
・ 既存の公共施設、公益施設 
 
 
 

1/25,000 
以上 

・ 開発区域は、赤線で表示するのこと。
（関連区域は、緑線） 

・ 道路は茶色、河川は青色で明示のこ
と。 

・ 市町名、主要駅名、公共公益施設等に
ついては、ワクで囲み明示すること。
（紫色） 

□ 
 
□ 
 
□ 

2 現 況 図 ・ 方位 
・ 地形 
・ 開発区域境界線 
・ 土地の地番、地目、所有者

名、形状（高低差等） 
・ 隣接地においても上記と

同様のこと 
・ 開発区域内および開発区

域の周辺の公共施設 
・ 令第 28 条の 2第 1号に規

定する樹木または樹木の
集団および同条第 2 号に
規定する切土または盛土
を行う部分の表土の状況 

 

1/500 
以上 

・ 水路等は、青色で明示すること。 
・ 境界は、確定されたものを赤線で明示

すること。 
・ 道路、河川名および現況幅員等を明記

すること。 
・ 区域内外の現況高を示すこと。 
・ 官民境界確定線を明示し、確定日およ

び番号を明記すること。 

□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 

3 土 地 利 用 
計 画 図 

・ 方位 
・ 開発区域の境界 
・ 公共施設の位置、形状 
・ 予定建築物の形状、規模、

用途 
・ 内部、外部の区画構造物

（擁壁等）の種類、延長（既
設構造物含む） 

・ 公益的施設の位置、形状 
・ 宅地（一区画）面積 
・ 開発区域内道路の幅員 
・ 開発区域が接する道路の

道路名、道路幅員 
・ 開発区域外既存道路の道

路名、道路幅員 
・ 雨水および汚水の排水系

統 
・ 河川名、水路名およびその

流向 
・ 遊水池（調整池）の位置お

よび形状 
・ 樹木または樹木の集団の

位置ならびに緩衝帯の位
置および形状 

・ 凡例（面積、比率等明示） 
 

1/500 
以上 

・ 開発区域線は、赤色で明示すること。 
・ 施設区分別に薄く着色のこと。 

宅 地 － 黄色 
道 路 － 茶色 
公 園 － 黄緑色 
水路・調整池 － 青色 
公 益 用 地 － 赤色 
緑 地 － 緑色 

・ 凡例に表示する面積および比率等は、
設計説明書および法第 32 条協議書
（同意書）と整合させること。 

・ オンサイト調整池等の多目的利用を
伴うものは、形状、H.W.L、貯留面積、
仕上り面の構造などを明示のこと。 

・ 側溝による貯留の場合は、その範囲を
明示のこと。 

・ 宅地に専用通路がある場合、幅員、延
長を明示すること。 

・ 各種構造物（区域内部、外部）、排水
構造物および給排水施設等すべて明
示すること。（表記が重なる場合は、
凡例や着色により工夫して表示させ
ること。） 

・ 開発区域に用途地域が複数存在する
場合は、区域界を明示すること。 

・ 開発区域内（または付近）に都市計画
施設がある場合は、施設詳細を明示す
ること。 

□ 
□ 
 
 
 
 
 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
 
 
 
□ 
 
□ 
 
 



 

・ 河川に近接する場合は、河川区域（保
全区域を含む）を表示すること。 

 

□ 

4 造 成 計 画 
平 面 図 

・ 方位 
・ 開発区域の境界 
・ 切土または盛土をする土

地の部分 
・ 構造物（擁壁、水路等）の

位置、種類、高さおよび延
長 

・ 法面（がけを含む）の位置
および形状 

・ 道路の中心線、延長、幅員、
勾配および交差点の計画
高 

・ 遊水池（調整池の）位置お
よび形状 

・ 予定建築物等の形状およ
び計画高 

・ 盛土の施工上の留意事項 
 

1/500 
以上 

・ 開発区域線は赤色で明示すること。 
・ 切盛土部別に薄く着色のこと。 

切 土 部 － 黄色 
盛 土 部 － 赤色 

・ 各構造物には、構造図と対象可能な記
号明記のこと。 

・ 現況地盤線は細線、計画線は、太線に
て記すこと。 

・ 各宅地および道路の造成計画高を表
示すること。 

・ 法面勾配および法面防護工を明示す
ること。 

・ 断面線を表示すること。 
・ 道路法、河川法等他法令の工事範囲を

色別し明示すること。 
・ 既設構造物を利用する場合、その旨明

示のこと。 
・ 盛土の施工上の留意事項として、敷均

しや転圧条件を記入のこと。 
 

□ 
□ 
 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 

5 排 水 計 画 
平 面 図 

・ 方位 
・ 開発区域の境界 
・ 排水区域の区域界 
・ 遊水池（調整池）の位置お

よび形状 
・ 都市計画に定められた排

水施設の位置、形状および
名称 

・ 道路側溝その他の排水施
設の位置、種類、勾配 

・ 排水管の勾配および管径 
・ 人孔の位置および人孔間

距離 
・ 水の流れの方向 
・ 吐口の位置 
・ 放流先河川および水路の

名称、位置および形状 
・ 予定建築物等の形状およ

び計画高 
・ 道路、公園その他の公共施

設の敷地の計画高 
・ 法面（がけを含む。）および

擁壁の位置および形状 
・ 浄化槽の場合は、その放流

計画 
 

1/500 
以 上 

・ 開発区域線は赤色で明示すること。 
・ 水理計算書で算出した計画高水流量

および計画排水量を明示すること。
（排水流域毎） 

・ 断面線を表示すること。 
・ 各構造物には、構造図と対象可能な記

号を明示すること。 
・ オンサイト調整池等の多目的利用を

伴うものは、H.W.Lや面積など形状を
明示すること。 

・ 側溝による貯留の場合は、その範囲を
明示すること。 

・ 貯留計画がある場合は、浄化槽排水を
流入させない計画とすること。 

□ 
□ 
 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
 
□ 
 
□ 

6 給 水 計 画 
平 面 図 

・ 方位 
・ 開発区域の境界 
・ 給水施設の位置、形状、内

のり寸法 
・ 取水方法 
・ 消火栓の位置 
・ 予定建築物等の敷地の形

状 
 
 

1/500 
以 上 

・ 開発区域線は赤色で明示すること。 
・ 自己居住用の開発は不要 

□ 
□ 



 

7 造 成 計 画 
断 面 図 

・ 開発区域の境界 
・ 切土または盛土をする前

後の地盤高 
・ 計画地盤高 
・ 切土、盛土の着色 
・ 構造物明示 
・ 官民境界確定線明示 
・ 盛土の施工上の留意事項 
・ 地盤改良や基礎杭等の断

面状況 
・ オンサイト調整池の形状 

1/100 
以 上 

・ 断面は20ｍ間隔であること。 
・ 断面の変化点では、上記に限らず必ず

とること。 
・ 現況地盤線は細線、計画線は太線にて

記すこと。 
・ 切土部は黄色、盛土部は赤色とするこ

と。 
・ 開発区域内部、外部で現況地盤高およ

び造成計画高を表示すること。 
・ 官民境界の確定日および番号を明示

すること。 
・ 土地利用計画（宅地、道路等）を表示

すること。 
・ 法面勾配および法面防護工を表示す

ること。 
・ 宅地内に法面が生じる場合は、宅地の

土砂が道路等に流出しないように平
場（30cm程度）を設けること。 

・ 断面は断片的でなく、全体を表すこ
と。 

・ 土留め構造物の寸法（全高、見え高、
根入れ）を表示すること。 

・ 既設構造物は、現況の見え高を表示
し、既設である旨を記入すること。 

・ 構造物が既設の場合は、その旨明示の
こと。 

・ 盛土の施工上の留意事項として、敷均
しや転圧条件を記入のこと。 

・ 地盤改良や基礎杭等の計画について
は、断面図に表示すること。 

・ オンサイト調整池等の多目的利用を
伴うものは、H.W.Lなど形状を明示の
こと。 

 

□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 

8 が け の 
断 面 図 

 

・ がけの高さ、勾配および土
質（土質の種類が2以上で
あるときは、それぞれの土
質および地層の厚さ） 

・ 切土および盛土の計画地
盤高と現況地盤高 

・ 小段の位置および幅 
・ 石張、張芝、モルタルの吹

付けの方法 
 

1/50 
以 上 

・ 切土をした土地の部分に生ずる高さ
が2ｍをこえるがけ、盛土をした土地
の部分に生ずる高さが 1ｍをこえる
がけ、または、切土と盛土とを同時に
した土地の部分に生ずる高さが 2ｍ
をこえるがけについて作成すること。 

・ 擁壁でおおわれるがけ面については、
土質に関する事項を示すことを要し
ない。 

□ 
 
 
 
 
 
□ 

9 構 造 図 ・ 擁壁の寸法および勾配 
・ 擁壁の材料の種類および

寸法 
・ 裏込めコンクリートの寸

法 
・ 透水層の位置および寸法 
・ 擁壁を設置する前後の地

盤面 
・ 基礎地盤の土質、擁壁を設

置する際に求める強度や
現場確認事項 

・ 地盤改良や基礎杭等の位
置、品質、材料および寸法 

・ 鉄筋の位置、径および間隔 
・ かぶり厚さ 
・ 水抜き穴の位置 

1/50 
以 上 

・ すべての構造物を表示すること。 
・ コンクリート強度、基礎材規格値を表

示すること。 
・ 鉄筋コンクリート擁壁の配筋図添付

のこと。 
・ 二次製品（宅造認定品）の製品名、製

造会社を明示すること。 
・ 擁壁構造物については、開発行為に関

する技術基準に従い、裏込め、水抜き
等の構造を表示すること。 

・ 根入れ、見え高、全高、擁壁天端高、
前面地盤高及び目地位置等が確認で
きるよう、擁壁展開図を作成するこ
と。なお、隅角補強部から目地（また
は擁壁端部）までの延長を基準値以上
確保すること。 

□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
 
□ 
 
 
 
 
 



 

・ 雨水桝等の泥だめの深さ 
 

・ 擁壁割付図を添付すること。 
・ 擁壁補強部の補強詳細図を作成する

こと。 
・ 各構造物の仕様や必要地耐力、基礎地

盤の土質等の設計条件、必要事項を記
入すること。 

・ 既設の場合も図示のこと。 
・ 他図（平面図、断面図）との併記は認

めない。 
・ 構造図の枚数が多い場合は、系統別

（排水施設、擁壁）に記載のこと。 
・ 各構造物の記号は、造成計画平面図の

記号と対象可能なものとすること。 
 

□ 
 
□ 
 
 
□ 
□ 
 
□ 
 
□ 
 

10 雨 水 排 水 
流 域 図 

・ 雨水排水計画の対象とな
る地点の流域界 

・ 排水系路 
・ 系路別ブロック 
・ 流域の形態ごとの区域 

1/10,000 
以 上 

・ 水理計算書の対照が可能なものであ
ること。 

・ ブロック毎の流域界、流域面積、流出
量を明示のこと。 

・ 河川、水路の位置は、青線で着色のこ
と。 

・ 流域の形態ごとに区域を着色のこと。
あわせて、流域の形態ごとの面積一覧
を明示すること。 
開 発 区 域 － 赤色 
密集市街地 － 桃色 
一般市街地 － 橙色 
畑 ・ 原 野 － 黄色 
水 田 － 水色 
山 地 － 緑色 

・ 必要に応じて、河川、水路等の流路延
長、勾配等を明示すること。 

 

□ 
 
□ 
 
□ 
 
□ 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 

11 調 整 池 
流 域 図 

・ 調整池の流域界  ・ 水理計算書の対照が可能なものであ
ること。 

・ 排水流域図（上記10）と兼用すること
も可。 

・ 調整池に流入しない直接放流の流域
がある場合は、その区域および面積を
明示すること。 

 

□ 
 
□ 
 
□ 

12 雨水排水施
設 計 画 図 

・ 平面図 
・ 排水計画縦断図 
・ 施設構造図（オリフィス、

余水吐、放流管等） 
・ オンサイト調整池の丈量

図 

 ・ 調整池平面図には、下記諸元を明示の
こと。 
貯水容量(㎥) 
堆砂容量(㎥) 
調整池の天端高さ 
調整池のH.H.W.L 
調整池のH.W.L 
調整池底高さ 
オリフィス敷高 
オリフィス寸法 
余水吐の越流幅、越流推進構造図 

・ 容量計算根拠となる丈量図も添付の
こと。 

・ 排水計画縦断図には、排水先河川の横
断図(W.L明示)を併記すること。 

・ その他は管理者の指示による。 
 

□ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 
 
□ 
 
□ 

13 道 路 計 画 
縦 断 図 

・ 幅員 
・ 縦断勾配 

 ・ 省令第 24条各号（道路に関する技術
細目）の内容がわかるものを作成する

□ 
 



 

横 断 図 ・ 車道、歩道の別 こと。 
・ その他は管理者の指示による。 

 
□ 

14 その他公共
公 益 施 設 
計 画 図 

・ 平面図 
・ 縦断図 
・ 横断図 
・ 構造図 
 

 ・ 各管理者の指示による。 □ 

15 防 災 工 事 
計画平面図 

・方位 
・等高線 
・計画道路線 
・段切位置 
・防災施設の位置、形状 
 寸法、名称 
・運土計画 
・工事中の雨水排水系路 
・防災施設の設置時期および
期間 

 

1/1,000 
～ 

1/500 
以 上 

・ 1ha以上で山地の造成について添付の
こと。 

・ 5ha以上で田畑等の造成について添付
のこと。 

□ 
 
□ 

16 防 災 施 設 
構 造 図 

・防災工事において、設置さ
れる施設の詳細 

 

1/50 
以 上 

・上記と同様 □ 

17 求 積 図 ・ 開発区域全体丈量 
・ 土地利用別丈量 
・ 公共公益施設用地、道路の

丈量 
・ 緑地等（法や要綱の定めに

ある緑地等）の丈量（分譲
および自己居住用開発の
場合は除く。） 

 

1/500 
以 上 

・ 求積表は、できる限り同一図面に記載
のこと。 

・ 面積は、小数点以下第2位まで表示す
ること。 

・ 外周長を記入すること。 

□ 
 
□ 
 
□ 

18 建築物図面 ・ 建築面積および延べ面積
の算定 

 

1/100 
以 上 

・ 配置図、各階平面図および二面以上の
立面図 

□ 

（注）1.設計図の添付順序2～6については、縮尺1/500以上で、かつ同一縮尺とすること。 

   2.設計図には作成者の氏名を記入すること。 

   3.図面の大きさ、折り方は、別図参照のこと。 

   4.申請書添付書類は、日本工業規格A列4番とする。 

5.完了時に設計図データ（pdf形式またはjpg形式）を提出すること。提出図面は、次のとおりとする。 

（変更があった場合は、変更図面も含む） 

・土地利用計画図 

・造成計画平面図 

・排水計画平面図 

・造成計画断面図(縦断面図、横断面図) 

・構造図（主要構造物） ※ 現場打ち擁壁、防火水槽、地盤改良計画図等 

・雨水排水施設計画図（調整池） 

・求積図（全体、土地利用別） 

 

  



 

 

  ☆ 図面の大きさ、折り方 

    図面の折り方は、左折り、大きさは、縦：約28cm、横：約18cmとする。 

    （表題等が表面になるように折ること。） 

                         ≒18cm 

 

                                 

                                 

         （申請者名）                  

         （図面名称）                     ≒28cm 

                                 

         （図面番号）                  

        【 ○○ 枚の内 ○○ 】 

          ↓     ↓ 

         図面総数    順序 

 

（注）1.図面は袋にて左綴じとすること。 

     2.枚数が多い場合は、キーボール使用のこと。 

     3.図面袋の大きさは、縦：約30cm、横：約21cmとすること。 

 

 

        申 請 書 

 

 

 

 

        図 面 袋 

 

 

 

 
 
枚 の 内 

  

 
 

開 発 行 為 

許可申請書 

 
 


